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１ 指定管理業務実施に当たっての考え方、運営方針等 (１) 指定管理者としての基本姿勢及び委託の考え方 ア  指定管理業務全般を通じての総合的な運営方針、考え方 ■２つのＶＣの総合的な運営方針 ２つの VC の設置目的と機能を踏まえ、総合的な運営方針を「丹沢の自然と人をつなぐ架け橋 ビジターセンター」とし、次の５つの視点をもって両ＶＣを運営します。  ○ 施設の中心機能である「①学習の場の提供」と「②適正で安全な利用のための情報発信」を図ります。 ○「③地域協働」により丹沢の活性化を図るとともに、「④丹沢大山自然再生事業」へ参画します。 ○ 快適な学びの場に相応しい「⑤維持管理」を行います。  ■より高い公益性の発揮 これまで業務を通じて培ってきた経験と、地域・関係団体とのネットワークや信頼関係を活用するとともに、社会環境の変化に的確に対応し、県の重要施策も念頭に置き、地域社会の発展に寄与します。 ○みどり、環境、生物多様性の保全等の自然環境保全に関する普及啓発 ○県の「未病の改善による健康寿命の延伸」、「ともに生きる社会かながわ憲章」に賛同し、実現に向けた取組の推進 ○平成 29 年５月に策定した「（公財）神奈川県公園協会ＳＤＧｓ宣言」に基づき、ＳＤＧｓの普及と各ゴールの達成に向けた行動の実践 ○地域や自治体、関係団体と連携した事故・災害時対応等の充実  ■効率的・効果的かつ持続可能な管理運営 公の施設として常にコスト意識を持ち効率的・効果的な管理運営に努めるとともに、施設や人材を貴重な資源ととらえ、将来にわたり持続可能な運営を目指します。 ○丹沢山麓の両ＶＣが有する資源、ノウハウを活かした一体的管理運営 ○これまでの信頼関係に基づいたボランティア団体や地域との連携力の活用 ○高い専門性を有する職員、地域に精通した職員などの効果的な配置  イ 業務の一部を委託する場合の考え方 維持管理を行うにあたっては、施設の設置目的と機能を理解し、施設や設備の特性と、その利用状況を熟知した上で適切な維持管理を行う必要性があります。丹沢地域のＶＣの役割を熟知した当協会の職員が業務を遂行することを基本とし、法律などで定められた点検業務、専門技術や資格、機械機器類を要する業務、危険性を伴う業務については外部に委託します。なお、委託にあたっては原則県内企業へ発注します。  
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２ 施設の維持管理 (１)  施設の特性を踏まえた維持管理 【令和 2 年度実施予定】  秦野 VC ⻄丹沢 VC 施設及び設備の清掃業務及び保守点検業務 ・毎日の清掃と年２回の定期清掃を実施。 ・開館前・閉館後に展示室内の点検を実施。軽微な破損は直営で迅速に対応。 ・エアコンフロン点検を委託により実施。（1 回/３年） ・レストハウス横の休憩室を日常的に簡易清掃を実施。 
・毎日清掃を実施。 ・トイレは利用者が多いシーズンは１日に複数回の清掃を実施。 ・開館前・閉館後に展示室内の点検を実施。軽微な破損は直営で迅速に対応。 ・電気設備の毎月の点検と早急な対応。 ・職員による漏電ブレーカーの簡易点検を毎月実施。 ・水道水消毒用塩素液補充を月１回実施 ・残留塩素濃度測定を月２回実施 ・業務基準で定められた浄化槽点検・清掃の委託による実施 ・汚水桝の根切り処理を年に複数回実施 ・給水ポンプの異常確認を適宜職員が実施。異常時は専門業者へ相談し対応。 ・沢水を汲み置きによるトイレ断水対策。 ・消火器の半年に１回の外形確認を実施。誘導灯・誘導標識は開館前・閉館後に点検。 ・冬期は入口・駐車場の除雪及び融雪剤散布。 植栽管理 ━ ・ＶＣ周囲の植栽は職員が適宜刈り込み等を実施。 備品・収蔵物等の管理 ・剥製、岩石などの標本を適切に維持するため、清掃、防虫剤の交換を適宜実施。 ・バックヤードの標本は防虫対策のため、密閉性の高いものに保管。 ・展示物は滑り止めをつける等、地震等による転倒落下を防止。 ・事務備品・消耗品は、物品管理責任者を指定し、備品管理簿等で適切に管理。 受付業務 ・おもてなしの心を持ち笑顔で応対。 ・職員の手話講習会の受講や翻訳機の常備等、全ての人に配慮した受付対応。 ・最新情報の共有、資料の適切な位置での配架等による素早い情報提供。 保安警備業務 ・開館中は職員が適宜巡視するとともに、公園の防犯カメラで監視を実施。 ・閉館時は夜間機械警備を委託し、秦野⼾川公園と連携して保安警備。 ・異常時は県へ速やかに連絡し、必要に応じ、警察・消防へ連絡。 ・展示物の盗難防止。 ・閉館前の点検にあわせ、館内に利用者が残っていないか確認。 
・開館時は職員が巡視を実施。 ・閉館時は出⼊⼝や窓のシャッターの⼾締りを徹底。 ・異常時は県へ速やかに連絡し、必要に応じ、警察・消防へ連絡。 ・展示物の盗難防止。 ・閉館前の点検にあわせ、館内に利用者が残っていないか確認。 
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３ 利用促進のための取組、利用者への対応 (１)  施設の利用促進のための企画・取組 ア より多くの利用を図るために実施する事業の実施方針、内容等 単なる利用者増を企図した利用促進だけでなく、来訪者が学び、行動に結びつくプログラムや展示、自然公園の安全な利用や適正な利用マナー向上を促進するための事業を実施します。  ■各ＶＣの特性を踏まえた重要事業 秦野 VC ・都市公園利用者、登山初心者や未経験者へ自然と触れ合うきっかけの提供 ・誰でも分かりやすく、楽しめる登山・自然に関する情報の提供 ⻄丹沢 VC ・安全登山のための情報提供、自然公園利用者へのマナー啓発 ・子供や一般利用者を対象としたサービスの提供 【令和 2 年度実施予定】 秦野 VC ⻄丹沢 VC ・秦野⼾川公園 茶室 de 丹沢スライドショー  ・ファミリーキッズ自然体験「ぼくのなつやすみ inにしたん」 ・各種登山教室  ■具体的な利用プログラムと展示の実施内容 〇利用プログラムの実施内容  館内で実施するプログラムから実際のフィールドで展開するもの、内容についても自然への興味関心に応じ、ターゲット別のプログラムを提供します。 ・秦野ＶＣ  利用プログラム（屋内：月２回以上 屋外：月２回以上実施）   ・⻄丹沢ＶＣ  利用プログラム（屋内：月１回以上 屋外：月１回以上実施） 【令和 2 年度実施予定】  秦野 VC ⻄丹沢 VC 利用プログラム（屋内） ・丹沢トーク ・⻄丹トーク ・出発前レクチャー 利用プログラム（屋外） ・登山道トーク ・出張丹沢トーク ・公募型の行事 ・園内トーク ・ミニ体験プログラム ・公募型の行事  〇展示の実施内容（常設展・企画展）  常設展示の維持に加え、剥製などの資料を活かした独自の展示、手づくりでの展示を展開し、対象者や季節に柔軟に対応した環境教育と普及啓発に努めます。さらに、よりテーマを絞った企画展を実施します。   
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【常設展・令和 2 年度実施予定】 対象 秦野 VC ⻄丹沢 VC 幼児・小学生など 子供コーナー 受付カウンター周辺 ━ 観光客・公園利用者 山ろくさんぽコーナー 丹沢みどころ紹介 今月の顔 岩石展示コーナー ⻄丹沢⾃然情報コーナー 登山者 登山情報コーナー 丹沢自然情報コーナー 自然再生情報コーナー レストハウス横休憩室登山情報コーナー 
登山情報コーナー 遭難事例紹介コーナー 遭難救助装備品展示コーナー 観光客・登山者 丹沢みどころ紹介 丹沢自然情報コーナー 自然再生情報コーナー  など パステル画コーナー 大型モニターによる⻄丹沢の⾃然、行事などの紹介  【企画展・令和 2 年度実施予定】 秦野 VC ⻄丹沢 VC 「舘野鴻絵本『はっぱのうえに』原画展」 等 年５回程度 2 ビジター合同企画展   ■その他当協会の特性を活かした取組  【令和 2 年度実施予定】 団体向けの利用プログラム ・スライドトーク ・野外セルフガイド ・［自主事業］講師派遣  ■自然・登山情報の収集と発信 〇情報収集と発信の実施方針  関係機関とも連携しつつ自然公園の動植物や登山道などの情報を収集し、ＶＣ窓口だけでなく、丹沢への来訪を計画している人や遠方の人などに対してもホームページなどを通じて情報を発信します。 【令和 2 年度実施予定】 情報収集の方法 職員による情報収集 月２回程度 関係機関・登山者などを通じた情報収集 随時 情報発信の方法 館内での提供  随時 ホームページやＳＮＳによる来館者以外に向けた情報発信 随時 
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レストハウス横の休憩室を活用した情報提供など 随時 登山道の看板を使用した情報提供 随時 過去の VC の観察記録等の整理と発信 随時  ■その他利用者満足度向上のためのサービス 【令和 2 年度実施予定】 ・登山記録証の作成・配布 ・観察キットの貸し出し  イ より多くの利用を図るために行う広報・ＰＲ活動の内容等  プログラムや届けたい情報ごとにターゲットを明確に設定し、より適切な媒体を活用することで効果的な広報・ＰＲを実施します。  ■具体的な広報・ＰＲの実施方法 【令和 2 年度実施予定】 当協会の独自の広報ツールを活用した広報   ■ Ｗｅｂによる広報・ＰＲ ・ホームページ（適宜更新） ・ブログ（適宜更新） ・Facebook、ツイッター等のＳＮＳ（適宜更新） ■ 紙媒体による広報・ＰＲ 自然公園情報誌「自然公園だより」（年６回発行） オリジナルのＶＣカード作成と配布（通年） ■その他 ・公園情報誌「かながわパークナビ」（年 2回発行） ・ポスター、チラシを施設内や当協会が管理する都市公園で掲示・配布 ・「丹沢周辺自然情報」の配布 外部メディアの活用  ■マスコミ関係 ・テレビ、ラジオ、新聞の取材への丁寧な対応、イベントなどの掲載依頼 ・新聞での連載記事（「ビジターセンター発 丹沢新発見」） ・観光雑誌やパンフレットへの登山情報の提供 ■外部ホームページ ・県情報サイト等の活用 地域と連携した広報  ・商業施設 ・自治体広報紙 ・地域のミニコミ誌 交通機関と連携した広報 ・富士急湘南バス、大山ケーブルカー等との連携  ・駅へのポスター掲示、名刺カード配架など ・高速道路サービスエリア、道の駅へのリーフレット配架 など 
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フォトコンテストを通じた広報 ・「花とみどりのフォトコンテスト」開催   ウ サービス向上のために行う利用者ニーズ・苦情の把握及びその内容の事業等への反映の仕組み等  利用者のＶＣに対するニーズやより高品質なサービスを提供するための意見を的確に把握し、評価・分析のうえ、運営を改善していきます。  ■利用者ニーズや意見の把握方法  【令和 2 年度実施予定】 把握手法 対象、実施方法など 日常の利用者との対話 通常の業務の中で把握 利用者満足度調査（詳細） 来館者へ対面式などで実施するアンケート調査（年 2回） 利用者満足度調査（簡易） 来館者へ展示室内に常時調査票を設置して実施する簡易なもの イベント参加者アンケート イベントなどの参加者への満足度などアンケート調査  ■苦情処理やトラブル発生時の対応と事前の体制整備 ・苦情・トラブル発生時の初期対応  利用者から寄せられる日常的な苦情・要望等は、経験豊富な職員を配置することで、迅速に対処するとともに、その原因を究明し、改善策を講じて管理運営にフィードバックします。  ・事前の体制整備  苦情対応の事例を「接遇マニュアル」に記載し、研修で題材として用いる等、実態に即した対応ができるよう工夫します。  エ 神奈川県手話言語条例や外国人への対応等                                   ■手話言語条例への対応 【令和 2 年度実施予定】 物理的環境への配慮 ・秦野ＶＣでの車いすの貸出（秦野⼾川公園と⼀体で実施） ・車いす利用者の目線を意識した展示の作成 ・触ったり、香りを嗅いだりできる展示の用意 意思疎通の配慮 ・点字による案内の導入（パンフレット等） ・読み上げ機能付きホームページの運用 ・手話講習会を受講した職員による応対 ・神奈川県「色使いのガイドライン」に則り、園内掲示物や配布物を作成 ・ “耳マーク”の掲示 ・コミュニケーションツール（コミュニケーションボード）を設置    ■外国人への対応 
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【令和 2 年度実施予定】 受付・案内における配慮 ・簡易な英語対応は職員が窓口で対応 ・丹沢を紹介する英語版リーフレットの配架 展示・掲示物等における配慮 ・英語の注意喚起の表示による遭難防止の呼びかけ ・館内看板や展示物に明記されている山名等の英語表記  ■その他の配慮事項 ・高齢者や子育て世代への配慮事項 高齢者に配慮し、老眼鏡やルーペ等の設置を行うほか、子供コーナーを親やスタッフの目の届きやすい位置に設置し、親同士の交流の場としても活用されるよう、子育て世代が親しみをもって安全に利用できる環境を整備します。  オ 施設の特性をより効果的に活かすために行う自主事業の内容等  ＶＣ利用者の利便性を高め、快適な野外活動を支援するため、物品販売や団体への講師派遣などを自主事業として実施します。 【令和 2 年度実施予定】 登山や自然観察関連の物品販売(両ＶＣ) 設置場所 秦野ＶＣ、⻄丹沢ＶＣ 販売品目 ・登山用品：地図、行動食など ・書籍類：図鑑、ガイドブックなど ・自然観察道具：野鳥の下敷きなど ・ＶＣオリジナル：絵葉書など 販売場所 受付カウンター 料金 市場価格 講師派遣 開催場所 施設（学校など）、野外自然体験についてはＶＣ周辺など 内容 屋内での講義や野外での自然観察会など 実施頻度 適宜 料金徴収 2,000円〜18,000円／回 公募型イベント 開催場所 ＶＣ周辺や丹沢山地など 内容 丹沢の自然を伝える自然教室、登山教室、トークイベントなど 実施頻度 適宜 料金徴収 800円〜／回    
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(２)一体運営により可能となる利用促進のための企画・取組 ア 一体運営により展開する、利用促進のための企画・取組 【令和 2 年度実施予定】 ２ Ｖ Ｃ 合 同 で 実 施 す る 普及・利用者対応  ・登山記録証の配布 ・共催による企画展「丹沢の生きもの」（仮称）、巡回展の実施 秦野⼾川公園・⼭岳スポーツセンターと合同で実施する普及・利用者対応 ・秦野⼾川公園、⼭岳スポーツセンターと連携した利⽤促進 ・３館合同イベント、公園との合同観察会の開催 ・公園をフィールドとした自然体験プログラムの提供 ・秦野⼾川公園まつりへの参加 広報・ＰＲ ・ホームページの統合管理 ・Facebookの相互シェア ・ツイッターの相互フォローやリツイート ・パンフレットの配架 ヒト・コト・モノの共有 ・繁忙期・イベント時などの相互職員派遣 ・双眼鏡、顕微鏡などの備品のイベント時の共用化 ・両ＶＣで使用できる展示物や標本などを秦野ＶＣで保管  イ 利用の促進を図っていくため、指定期間中の年度の目標施設利用者数と設定の考え方 指定期間中の年度の目標施設利用者数 項目 令和 2 年度目標 秦野ＶＣ 利用者数 124,600 人 ⻄丹沢ＶＣ 利用者数 101,450 人   
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４ 事故防止等安全管理  (１) 事故防止等安全管理 ア 指定管理業務を行う際の事故防止等の取組内容 ■山岳事故防止に貢献する取組 【令和 2 年度実施予定】 山岳情報の収集と提供 ・職員による情報収集（毎月 2回程度） ・関係者からの情報収集 ・窓口、館内掲示板、バス停、ホームページやＳＮＳ等での発信 安全登山に向けた取組 ・登山者へのアドバイス ・登山計画書の提出呼びかけ ・登山技術の普及（プログラムや展示の実施） ・⼭岳事故検証講座の実施（⻄丹沢 VC）  ■ＶＣ内及び主催する野外プログラムにおける事故防止対策 【令和 2 年度実施予定】 野外プログラムにおける事故防止対策 ・下見の実施、危険箇所等の把握 ・参加者へ事前に必要な事項を伝達 ・携帯電話、救急キット、雷感知器などを携行 ・ストレッチなどの怪我防止、参加者の健康状態チェック 施設内における事故防止対策 ・危険箇所の日頃からの点検 ・展示物の落下防止固定 ・展示物などの角にはクッション材を取付け ・ペレットストーブの安全確保（⻄丹沢ＶＣ）。 ・避難経路の確保  ■職員の職務執行上の事故防止対策 ・ＶＣ特有の事故防止対策   情報収集にあたっては、当協会が定める「情報収集における安全対策について」に基づき、安全に留意して実施します。 ・共通的な事故防止対策   月１回程度開催する「事故・不祥事防止会議」で報道された事例等を紹介し、リスクの把握とその対応策を検討し、日常の事務処理に活かしています。         
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■災害時の対応と事業継続策 【令和 2 年度実施予定】 災害時の対応 ・非常食、カセットコンロなどを自主財源で配備 ・衛星電話などを活用した関係機関との連絡手段の複層化 ・避難経路の確認、初動対応訓練の実施（年１回以上） 防災訓練などにおけるＡＥＤ取扱い訓練の実施 ・防災訓練の中で、避難訓練、消火訓練、ＡＥＤ取扱い訓練などを実施 地域と連携した災害対応 ・秦野ＶＣ開館中に災害が発⽣し、帰宅困難者が⽣じた際は秦野⼾川公園と連携しつつ、県と協議しながらその対策を講じる。 ・⻄丹沢 VC では、避難場所開設状況や県道７６号線の状況把握等を山北町の総務防災課等と連絡を密にし、帰宅困難者の対応にあたる。 非常時優先業務の実施体制の確保  ・当協会では、事業継続計画書（BCP）を策定し、法人としての事業継続を図る。  イ 事故不祥事等の緊急事態が発生した場合や安全管理の妨げとなりうる事案を認知した際の対応方針 ■事故防止に向けたマニュアル、職員の配置及び研修 ・「情報収集における安全対策について」などに従い、利用者及び職員の安全確保に努めます。 ・上級救命講習や日本赤十字社救急養成講習を受講した職員が常に 1 人以上勤務します。 ・当協会管理施設の所属⻑による「事故・不祥事防⽌会議」において、施設間での安全意識の統⼀と向上を図ります。 ・個人情報保護については、新規職員研修にて職員への周知を図ります。  ■事故・不祥事等が発生した場合の対応 〇山岳遭難が発生した場合 ＶＣに事故の第一報が届いた場合は、場所や容態などを聞いたうえで警察への通報を促します。救助や捜索の際には、ＶＣを警察・消防の待機場所として使用できるようにします。なお、秦野ＶＣでは、秦野⼾川公園へ連絡し、⼀体となって対応します。 〇施設等で事故が発生した場合 施設内及び野外でのプログラム中で事故が発生した場合には、利用者などの安全確保を第一優先し、館⻑を危機管理責任者と定め、下記の「事故等発⽣時初動対応」に従って、初動対応にあたり、必要に応じて関係機関に連絡し、協力を要請します。 〇不祥事等が発生した場合 事故・不祥事等が発生した場合は「事故・不祥事等に関する報告書」により、速やかに自然環境保全センターに報告します。  【緊急時連絡体制】 
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  ウ 急病人等が生じた場合の対応 ■施設内及び周辺で急病人等が生じた場合の対応手順 急病人などが発生した場合は、職員が状況を把握した上で、病院や消防に連絡します。また、必要に応じて心肺蘇生やＡＥＤの使用などの応急措置を施します。 ■ 救命に関する知識・技術がある職員の配置 定期的に救命に関わる講習会などを受講し、全職員が冷静に急病人に対応できるよう、定期的な教育・訓練を行ってスキルアップを図ります。 ・上級救命講習相当以上の受講者などを配置 ・防災訓練などにおけるＡＥＤ取扱い訓練を実施（再掲）   

秦野ＶＣ
西丹沢ＶＣ 行政・関係機関秦野警察署秦野市消防署秦野市防災課・観光課 秦野市休日夜間急患診療所秦野赤十字病院 空調設備業者【警備・電気設備・自動ドア等事業者は秦野戸川公園と連携し、必要に応じてＶＣからも連絡】松田警察署三保駐在所小田原市消防本部山北出張所山北町総務防災課・観光課 山北町立山北診療所県立足柄上病院足柄上地区休日急患診療所 浄化槽等設備業者行政・関係機関

医療機関 警備・設備医療機関 設備
協会本部公園課 神奈川県自然環境保全センター自然公園課連絡・報告必要に応じた応援要請
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５ 地域と連携した魅力ある施設づくり  (１)  地域と連携した魅力ある施設づくり ア 地域人材の活用、地域との協力体制の構築及びボランティア団体等の育成・連携の取組内容  ■地域人材の活用 地域に精通している地域在住者を積極的に登用し、利用者サービス向上と地域の方がいきいきと活躍する場づくりを両立します。  ■地域との連携体制の構築 ・地域住⺠やボランティア、地元⾃治体、企業などと積極的に連携することで、効果的・効率的に情報やサービスを提供するとともに、地域活動の場の提供、地域の活性化に貢献します。 ・特に秦野市は丹沢登山、山北町は森林セラピー等、地域が観光振興として推進する取組に協力・連携し、地域全体の活性化にも貢献します。  〇利用促進にかかる連携  【令和 2 年度実施予定】 地域活性に貢献する連携 ・「丹沢まつり」にてガイド付き山岳ツアーのガイドを実施（秦野 VC） ・秦野市や旅行会社からの要望に合わせ、ガイド等の協力を実施（秦野 VC） ・「丹沢ボッカ駅伝大会」に広報や参加者からのコース照会などで協力（秦野 VC） ・山北町の森林セラピーイベントの広報協力等、森林セラピー振興に貢献 （⻄丹沢 VC） ・「⻄丹沢⼭開き」で館内をイベント参加者の交流や情報交換の場として提 供（⻄丹沢 VC） ・三保地区清掃活動への参加（⻄丹沢 VC） ・丹沢大山クリーンピア 21への参加（⻄丹沢 VC） 自然情報／登山道情報収集にかかる取組 ・神奈川県、丹沢周辺の自治体と情報共有 ・かながわパークレンジャー、県自然公園指導員や丹沢ボランティアネットワーク所属の団体と連携 ・山小屋からの情報収集 ・登山者や自然観察愛好家からの情報収集  〇広報・ＰＲにかかる連携  ・周辺観光情報の提供 ・交通機関等と連携した広報・情報発信 ・地元施設と連携した広報・情報発信  〇事故防止等安全管理にかかる連携 【令和 2 年度実施予定】 安全登山にかかる取組 ・警察などとの登山計画書提出の呼びかけ 
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・秦野市丹沢遭難対策協議会での連携事業（秦野 VC） ・「⼭の⽇」に⼭岳救助隊との合同安全登⼭啓発活動（⻄丹沢 VC） 大規模災害発生時の連携 ・秦野⼾川公園と共に、秦野市消防本部と連携した防災訓練に取り組むほか、帰宅困難者の対応にあたる。（秦野 VC） ・松田警察署や山北町総務防災課との連絡体制を整え、帰宅困難者の対応等にあたる。（⻄丹沢 VC） 周辺類似施設との連携 ・情報交換や資料の貸し借りなどの協力  ■ボランティア団体等の育成、連携 〇ボランティア団体の支援にかかる取組 展示やチラシ等の媒体を活用し、団体の活動を広報したり、ＶＣが持つ自然情報の提供等による連携、支援を継続し、団体がよりいきいきと活躍できるようサポートを行います。 〇県自然公園指導員の育成・連携 ・自然公園指導員の養成講座には、要望に応じて、ＶＣ職員が講師として参画します。 ・県自然公園指導員によって得られた最新情報は掲示板や問い合わせ対応などで活用します。  ■大学等と連携した自然環境調査への協力 ・丹沢をフィールドとした調査・研究に関わる協力依頼には、積極的に協力を行います。 ・ＶＣを研究成果の発表の場として活用してもらうため、調査結果の展示などを受入れます。  ■自然再生などの仕組み・活動への連携 【令和 2 年度実施予定】 自然環境保全などに関する事業への参加 ・丹沢大山自然再生委員会の委員として計画推進に参画 ・丹沢大山自然再生の取組をテーマとした展示、自然教室の開催 ・丹沢大山自然再生活動報告会でＶＣの活動について発表 ・丹沢大山自然再生委員会の事業として開催されるイベントに参加 丹沢大山自然再生事業に関連する事業への参加 ・「丹沢の緑を育む集い」の委員として活動支援 ・「丹沢大山クリーンピア 21」の委員として活動支援 「丹沢の担い手育成」に繋げる取組 ・自然を理解するプログラムの実施  イ 地元企業等への業務委託による迅速かつきめ細かいサービスの提供に向けた取組内容 ＶＣの管理運営業務は、基本的に、職員直営により実施しますが、業務委託を行う場合には、原則県内企業への発注を優先的に行っていきます。   
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６ 節減努力等 収支計画表参照  ７ 人的な能力、執行体制 （１）人的な能力、執行体制 ア指定期間を通じて２施設を一体的かつ効果的・効率的に指定管理業務を行うための人員配置等の状況  ■ＶＣ職員配置と役割及び経歴など 【令和 2 年度人員配置計画】 秦野 VC 職名 人員 雇用形態 役割・職務の内容 勤務時間等 経歴等 館⻑ １名 常勤 ・総括管理責任者 ・労務管理、施設管理、予算執行管理など 20〜22日／月 7時間 45 分／日 施設管理運営 経験者 自然 解説員    ３名 非常勤 ・館⻑の補助者 ・利用促進事業の企画、情報収集・発信、施設管理、庶務 18〜19日／月 7時間 45 分／日 自然観察指導員 などの有資格者 スタッフ ２〜 ４名 パート ・解説員の補助者 ・清掃、受付、案内 5〜14日／月 7時間以内／日     ⻄丹沢 VC 職名 人員 雇用形態 役割・職務の内容 勤務時間等 経歴等 館⻑ １名 常勤 ・総括管理責任者 ・労務管理、施設管理、予算執行管理など 20〜22日／月 7時間 45 分／日 施設管理運営 経験者 自然 解説員 １名 非常勤 ・館⻑の補助者 ・利用促進事業の企画、情報収集・発信、施設管理、 庶務 18〜19日／月 7時間 45 分／日 自然観察指導員 などの有資格者 スタッフ ２〜 ４名 パート ・解説員の補助者 ・清掃、受付、案内 5〜14日／月 7.5時間以内／日         
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■ＶＣ組織図及び連絡体制 

  イ 業務の一部を委託する場合の管理・指導体制 委託業務は、法律などで定められた点検業務、専門技術や資格、機械機器類を必要とする業務、危険性を伴う業務について外部に委託します。また、委託先については、地元企業の参入を促します。 委託業務の実施にあたっては、関係する規程やマニュアルに基づき、業務の進捗に沿って指導監督を行います。  ウ  指定期間を通じて安定して指定管理業務を行うための人材育成や職員採用 ■ 人材育成の仕組みの概要 

   

①①①① 人材育成人材育成人材育成人材育成①ｰ１ 職務ごとの育成テーマの設定①-２ 研修等による育成①-３ 資格取得の支援 業務実績の向上↑資質の向上↑知識・技術の習得
②②②② 就労意欲向上の取組就労意欲向上の取組就労意欲向上の取組就労意欲向上の取組・職員表彰制度・人事評価表彰、昇給、継続雇用等③③③③ 職員の採用、労働環境の確保の取組職員の採用、労働環境の確保の取組職員の採用、労働環境の確保の取組職員の採用、労働環境の確保の取組安定して指定管理業務を行うため、計画的な職員採用はもとより豊富な経験を有する自治体・企業の退職者等が活躍できる環境を整えます。③-1 計画的な職員の採用③-2 働きやすい労働環境の確保
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８ 財政的な能力 支出計画書参照 ９ コンプライアンス、社会貢献 （１）指定管理業務を実施するために必要な団体の企業倫理・諸規定の整備、施設整備の維持管理に関する法規や労働関係法規などの法令遵守の徹底に向けた取組の状況 当協会は、公益財団法人として社会的信頼の維持及び業務の公正性の確保に資するため、役職員に法令及び諸規定の遵守を徹底し、説明責任を果たせる事業実施に取り組んでいます。  それを確保するため、理事、監事及び評議員による執行状況の監督はもとより、コンプライアンス委員会や内部通報制度による厳重なチェック体制を設けるなど、役職員一人ひとりのコンプライアンス意識を高める体制・仕組を整備しています。  ■ 当協会の主な諸規程 種別 内容 主な規程 法令遵守 法令遵守に関する必要事項 ・コンプライアンス要綱 ・コンプライアンスガイドライン ・内部指導検査要領 情報公開、 個人情報保護 情報公開、情報保護に関する必要事項 ・情報公開規程 ・個人情報保護規程 ・特定個人情報の適正な取扱いに関する要綱 ・個人情報の扱いに関するガイドライン 職員の就業 勤務時間、休日、時間外勤務、年次休暇及び特別休暇、服務、安全衛生、表彰、懲戒等並びに職員の表彰制度及び提案制度の整備 
・職員就業規程 ・非常勤職員の雇用、給与、勤務時間等に関する規程 ・職員育児休業規程 ・職員等表彰要綱 ・職員提案要綱 給与 職員の給与や手当についての必要事項 ・職員給与規程 会計 適切な会計処理に関する必要事項 ・会計規程 ・競争入札参加要件等選定委員会要領 ・障害者就労施設等からの物品等調達に関する要綱 ・グリーン購入指針 非常勤職員の雇用等 規則において、非常勤職員の雇用、給与等、勤務時間の割振り、休暇等についての必要事項 ・非常勤職員の雇用、給与、勤務時間等に関する規程  決裁 業務の執行及び人事等に関する決裁についての必要事項 ・職務権限規程 その他 ビジターセンター等の管理運営にかかる規程等 ・ソーシャルメディアの利用に関するガイドライン ・事故対策委員会設置要領 ・ボランティア及び協力業者の感謝に関する取扱要領 等  
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■ 法令遵守の徹底に向けた取組状況 当協会は、公益財団法人としての使命を自覚し、社会的信頼の維持及び業務の公正性の確保に資するため、「コンプライアンス要綱」や「コンプライアンスガイドライン」を定め、研修などにおいて周知することで徹底を図っています。  ■ 指定管理業務を行う上で必要な取組 指定管理業務を行う上で、以下の事項について適正に実施します。 ・労働条件審査の受検 ・反社会的勢力の排除 ・守秘義務                            ・文書の管理・保存                        ・情報公開                           ・各種報告書等の提出・公開                ・管理口座・区分経理                       ・保険の付保                            （２） 指定管理業務を行う際の環境への配慮の状況 ＶＣの管理運営にあたっては、温室効果ガス排出量及びエネルギー使用量の削減に向け、環境負荷軽減に取り組みます。 独自に構築した環境マネジメントシステムにより、行動目標を定め、総合的な環境マネジメントを推進し環境負荷の軽減と生物多様性保全の普及啓発を図っています。  【令和 2 年度実施予定】 ・省エネ法改正に基づき、エネルギー使用量を測定記録し年 1回県に報告 ・グリーン購入の推進 ・廃棄物の適正処分 ・その他、日常的な維持管理における環境配慮 （不要な照明や電子機器類の電源オフ、コピー用紙裏紙の再利用、ペレットストーブの使用（バイオマス燃料）【⻄丹沢ＶＣ】、展示室の適切な空調温度設定【秦野ＶＣ】、建物内の照明のＬＥＤ化の継続  上記の他、利用者に対しての環境の保全及び創造に関する情報提供、業務従事者への教育及び学習、ＳＤＧｓ達成に向けた積極的な取組を行います。  （３） 法定雇用率の達成状況等、障がい者雇用促進の考え方と実績 ■障がい者雇用を促進する考え方 ・障がい者就労機会提供の取組 ・障がい者雇用を行う企業等への積極的な業務発注  （４） 障害者差別解消法に基づく合理的配慮など、「ともに生きる社会かながわ憲章」の趣旨を踏まえた取組みについての考え方 
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当協会は、障害者差別解消法に基づく合理的配慮、「ともに生きる社会かながわ憲章」の趣旨を踏まえ、指定管理者として誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができる「ともに生きる社会かながわ」の実現に努めます。 【令和 2 年度実施予定】 職員への教育 ・「ともに生きる社会かながわ憲章」の理念等についての研修会の開催（年１回） ・上記研修資料に基づいた内部研修の実施（年１回） 合理的配慮の具体的な取組 ・物理的環境への配慮（再掲） ・意思疎通の配慮（再掲） イベント等への参加促進 ・障がい者の方から解説等の依頼があった場合には、障がい者の方も楽しく学べる内容を実施 利用者への普及啓発 ・「ともに生きる社会かながわ憲章」の普及啓発チラシを館内に掲示  （５） 神奈川県手話言語条例への対応 【令和 2 年度実施予定】 職員への教育  ・手話講習会の開催（年１回） ・障害者差別解消法に基づく合理的配慮及び「ともに生きる社会かながわ憲章」の理念等についての研修会の開催（年１回） ・手話の反復練習の実施（朝礼、月例会議） 利用環境の向上 ・手話講習会を受講した職員による応対 ・コミュニケーションツールの設置 ・電話以外の問い合わせツールの用意  （６） 社会貢献活動等、CSRの考え方と実績 当協会は様々な公益目的事業により地域社会に貢献しています。ＶＣの管理運営においては、施設の特性を活かし県内企業の CSR活動や学校教育等への協力を行います。さらには、行政の取組への協力を通して、幅広く神奈川の持続可能な発展に貢献します。  〇学校教育への貢献  ・ＶＣでの団体対応の野外ガイド、スライドトーク ・対象児童、生徒に応じたプログラムの提供 ・学校に職員を派遣して授業の実施 ・学校が主催する野外学習のアドバイス 〇県・市町村の事業への協力、連携   （７） SDGs（持続可能な開発目標）への取組    当協会では、平成 30 年５月に、「（公財）神奈川県公園協会 SDGs 宣言」を行い、ビジターセンターの管理運営に関わりの深いものとして、次の取組を行っています。 
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〇生物多様性の保全                                            〇地球環境に配慮した公園管理の実践                                ・再生可能エネルギーの活用  〇学びの場としての公園                                           〇地域との協働による公園管理                                       〇協会運営における SDGsの取組                                ・労働環境の整備、障がい者雇用、ジェンダー平等、透明性の高い法人経営    
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10 事故・不祥事への対応、個人情報保護 （１）事故等があった場合の対応状況及び再発防止策構築状況 ■ 事故等があった場合の再発防止策構築状況 事故等があった場合は、次のとおり迅速、的確に対応し、再発防止の徹底を図ります。 ・協会の「事故防止対策会議の実施要領」基づき、各ＶＣに「事故防止対策会議」を設置し、事故原因の究明、事故防止対策の検討を行い、本部に報告するとともに VC の全職員に周知します。 ・重要な事故等については、協会の「事故対策委員会設置要領」に基づき、本部に「事故対策委員会を設置し、事故等にかかる対応策、原因の究明、再発防止、職員に対する事故等の防止の啓発について協議し、協会役員、全ての所属⻑が出席する「事故・不祥事防⽌会議」において周知します。 ・事故・不祥事等が発生した場合は「事故・不祥事等に関する報告書」により、速やかに県に報告します。  （２） 個人情報保護についての方針・体制、職員に対する教育・研修体制及び個人情報の取扱いの状況 ■ 個人情報保護のための方針・体制 ① 取らない  （必要最小限以外の情報は取得しない。） ② 漏らさない （取得した情報は安全に管理する。） ③ 残さない  （使用後は確実かつ速やかに廃棄する。） の方針の下、個人情報に関する諸規程の整備や取扱責任者の設置、定期的な事故防止会議の開催などの体制を整備しており、個人情報保護の徹底を図っています。    ■ 職員に対する教育・研修体制 新規職員研修や実務担当者研修において、上記の方針や規定等の周知を図ります。 また、所属⻑会議や事故・不祥事防⽌会議で機会を捉えて事故事例の研究や未然防⽌対策、事後対策を共有するなど、個人情報保護の徹底を図っています。   ・「新規職員研修」、「実務担当者研修」（年１回）   ・「所属⻑会議」、「事故・不祥事防⽌会議」（⽉１回程度） ■ 個人情報の取扱いの状況 ○ 管理責任者の明確化 館⻑が業務に係る個⼈情報取扱責任者として、「協会が保有する個⼈情報の扱いに関するガイドライン」に沿った個人情報の取扱いを行います。また、個人情報を取り扱う従事者を指定します。 ○ 厳格な取扱いの徹底 ・「指定管理者における個人情報等の情報管理に関するチェックリスト」に基づき適切に管理します。 ・個人情報の取得にあたっては、利用目的や範囲を明確にした上で必要最小限の情報を取得します。 ・イベント状況等の写真を撮影する際は、写る方の了解を得る又は個人が特定されないよう撮影する等の徹底を図ります。 ・個人情報が記載された資料やデータは、金庫や鍵付きの書庫で厳重に管理するなど、漏えい防止に努めます。 ・不要となった個人情報については、資料はシュレッダーにより廃棄、データは外部メディア等を物理的に破壊するなど、復元ができない状態にした上で廃棄します。 ○ 万が一、個人情報の漏えいが発生した場合の対応 
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・速やかに、当協会全体の個⼈情報管理者である事務局⻑を通じ、関係機関、対象者に報告するとともに、二次漏えいの防止に努めます。また、速やかに再発防止策を講じます。 ○ ソーシャルメディアの利用での対応 個人情報保護を図るため、協会の「ソーシャルメディアの利用に関するガイドライン」に基づき適切に取り扱います。 ○ ＰＣデータの取扱いに関するセキュリティ強化 ・個人情報は主にパソコンデータにより管理していることから、適切なデータ管理を行うとともに、コンピュータウイルスへの感染や外部からの不正アクセス等によるデータ流出の防止に取り組んでいます。 ・県主催の「サイバーセキュリティセミナー」等の受講、専門業者への相談により、最新のセキュリティ対策情報の収集に努めます。 ・コンピュータウイルスへの感染や外部からの不正アクセス等に備えるため、被害拡大防止と速やかな復旧を図るための体制及び対応マニュアルを整備しています。 ・第三者の専門機関によりパソコンデータを管理する情報システムの安全性についての確認を受けています。  ○ 情報公開への対応 文書等の情報公開の申出があった場合は、「公益財団法人神奈川県公園協会情報公開規程」の定めにより、公開の申出に係る文書等に、特定の個人が識別され、もしくは識別され得るもの又は特定の個人を識別することができないが、公開することにより、個人の権利利益を害するおそれのあるものは、公開しません。 


